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発行 ２０．２．６ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

・グループ会社の新卒者への教育も、JRの新卒同様の教育者が行う。 
・総合車両センターでの基礎技術教育はOJTではなくOFF-JTで行う。 
・グループ会社採用社員の基礎技術教育の期間は現場の教育体制を見て、時期をずら
すことも検討して調整を行う。 

・グループ会社のニーズに対応するため教育メニューや教育期間の差異が生じる。 
・JETS は担当している車種など事業所の考えがあり、一律に基礎技術教育を受ける
総合車両センターを決めるものではない。 

 

・教育内容の引き継ぎは、実習日誌、OJTの授業参観、意見交換の内容など継続して
情報共有する。 

・教育担当者の意見交換は継続して行う。 
 
 

・基本的に現行のテキスト、教材の変更は無い。必要によりブラッシュアップしてい
く。 

・CBMを体験できるのは東京総合車両センターのみ。実務でできる職場は限られるが、
基礎を学ぶことで、判断出来る社員を育成したい。 

 
 
・新幹線統括本部に所属する社員は新幹線総合車両センターに配属される。 

・中途採用は支社により異なっていた教育内容を統一する。また新たに、車両センタ
ー配属社員にも総合車両センターにおいて各施工科でのOJTを実施する。 

・新卒と中途で、教育は別々に実施する。 
・教育担当に負担が掛からないようにカリキュラムを調整し平準化を検討している。 
・教育期間を概ね 4 ヶ月に拡大したのは、各施工科の OJT を一回りすること。新卒
との教育期間の差は他企業での経験があり、教育を受け自分が何をすればいいのか
考え行動できることが、一律には言えないが新卒との違い。 

 


